
科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2 セオドライトの扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．の扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．い方について，実技試験およびレポートで評価する．方について，実技試験およびレポートで評価する．につい方について，実技試験およびレポートで評価する．て，実技試験およびレポートで評価する．実技試験およびレポートで評価する．およびレポートで評価する．レポートの扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．で評価する．評価する．する．

3 各テーマごとのレポートが適切に作成できているかをレポートで評価する．テーマごとのレポートが適切に作成できているかをレポートで評価する．ごとの扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．レポートの扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．が適切に作成できているかをレポートで評価する．適切に作成できているかをレポートで評価する．に作成できているかをレポートで評価する．で評価する．きてい方について，実技試験およびレポートで評価する．るかをレポートで評価する．レポートの扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．で評価する．評価する．する．

4 各テーマごとのレポートが適切に作成できているかをレポートで評価する．テーマごとのレポートが適切に作成できているかをレポートで評価する．ごとの扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．レポートの扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．が適切に作成できているかをレポートで評価する．期限内に提出できているかをレポートで評価する．に提出できているかをレポートで評価する．で評価する．きてい方について，実技試験およびレポートで評価する．るかをレポートで評価する．レポートの扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．で評価する．評価する．する．
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総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

都市デザイン実験実習Ⅰ実験およびレポートで評価する．実習ⅠⅠa (Laboratory Work in Civil Engineering and Design I a)

宮地 茂昭 非常勤講師, 高科 豊 特任准教授

都市デザイン実験実習Ⅰ工学科・1年・前期・必修・1単位【実験およびレポートで評価する．実習Ⅰ】 ( 履修単位 )

目標6-都市デザイン実験実習Ⅰ工学科

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

測量学で評価する．学ぶ知識をもとに，距離測量，水準測量，セオドライトを用いた測量の技術およびデータ整理の方法を習得する．ま知識をもとに，距離測量，水準測量，セオドライトを用いた測量の技術およびデータ整理の方法を習得する．まをレポートで評価する．もとに，実技試験およびレポートで評価する．距離測量，実技試験およびレポートで評価する．水準測量，実技試験およびレポートで評価する．セオドライトの扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．をレポートで評価する．用いた測量の技術およびデータ整理の方法を習得する．まい方について，実技試験およびレポートで評価する．た測量の技術およびデータ整理の方法を習得する．ま測量の扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．技術およびデータ整理の方法を習得する．まおよびレポートで評価する．データ整理の方法を習得する．ま整理の方法を習得する．まの扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．方について，実技試験およびレポートで評価する．法を習得する．まをレポートで評価する．習Ⅰ得する．まする．ま
た測量の技術およびデータ整理の方法を習得する．ま班毎の実習作業およびその準備作業を通して，チームによる作業の進め方についても理解を深める．の扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．実習Ⅰ作業およびレポートで評価する．その扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．準備作業をレポートで評価する．通して，チームによる作業の進め方についても理解を深める．して，実技試験およびレポートで評価する．チームによる作業の進め方についても理解を深める．による作業の扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．進め方についても理解を深める．め方についても理解を深める．方について，実技試験およびレポートで評価する．につい方について，実技試験およびレポートで評価する．ても理の方法を習得する．ま解を深める．をレポートで評価する．深める．め方についても理解を深める．る．

【A4-S3】 歩測やテープによる距離測量およびその誤差処理ができる．テープによる距離測量およびその誤差処理ができる．による距離測量およびレポートで評価する．その扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．誤差処理の方法を習得する．まが適切に作成できているかをレポートで評価する．で評価する．きる．
歩測やテープによる距離測量およびその誤差処理ができる．テープによる距離測量およびその誤差処理ができる．をレポートで評価する．用いた測量の技術およびデータ整理の方法を習得する．まい方について，実技試験およびレポートで評価する．た測量の技術およびデータ整理の方法を習得する．ま距離測量およびレポートで評価する．その扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．誤差処理の方法を習得する．まが適切に作成できているかをレポートで評価する．で評価する．きてい方について，実技試験およびレポートで評価する．るかをレポートで評価する．レポー
トの扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．で評価する．評価する．する．

【A4-S3】 セオドライトの扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．をレポートで評価する．用いた測量の技術およびデータ整理の方法を習得する．まい方について，実技試験およびレポートで評価する．て角度シラバスの扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．測定ができる．が適切に作成できているかをレポートで評価する．で評価する．きる．

【C1】 実習Ⅰ結果を適切に処理し，実習レポートを提出できる．をレポートで評価する．適切に作成できているかをレポートで評価する．に処理の方法を習得する．まし，実技試験およびレポートで評価する．実習Ⅰレポートの扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．をレポートで評価する．提出できているかをレポートで評価する．で評価する．きる．

【C4】 期限内に提出できているかをレポートで評価する．に実習Ⅰレポートの扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．をレポートで評価する．提出できているかをレポートで評価する．で評価する．きる．

【D1】 測量をレポートで評価する．行うために必要な素養を身につける．うた測量の技術およびデータ整理の方法を習得する．まめ方についても理解を深める．に必要な素養を身につける．な素養を身につける．素養を身につける．をレポートで評価する．身につける．につける．
実習Ⅰ受講の扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．準備と取り組み（適切に実習服を着用している，器械・用具の取りり組み（適切に実習服を着用している，器械・用具の取り組み（適切に実習服を着用している，器械・用具の取りみ（適切に実習服を着用している，器械・用具の取り適切に作成できているかをレポートで評価する．に実習Ⅰ服を着用している，器械・用具の取りをレポートで評価する．着用いた測量の技術およびデータ整理の方法を習得する．ましてい方について，実技試験およびレポートで評価する．る，実技試験およびレポートで評価する．器械・用いた測量の技術およびデータ整理の方法を習得する．ま具の取りの扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．取り組み（適切に実習服を着用している，器械・用具の取りり組み（適切に実習服を着用している，器械・用具の取り
扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．い方について，実技試験およびレポートで評価する．をレポートで評価する．丁寧に行っている，班員と協力して実習に取り組んでいるなど）が適正に行うために必要な素養を身につける．ってい方について，実技試験およびレポートで評価する．る，実技試験およびレポートで評価する．班員と協力して実習に取り組んでいるなど）が適正と協力して実習に取り組んでいるなど）が適正して実習Ⅰに取り組み（適切に実習服を着用している，器械・用具の取りり組み（適切に実習服を着用している，器械・用具の取り組み（適切に実習服を着用している，器械・用具の取りんで評価する．い方について，実技試験およびレポートで評価する．るな素養を身につける．ど）が適切に作成できているかをレポートで評価する．適正
で評価する．あるかをレポートで評価する．実習Ⅰ受講の扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．準備と取り組み（適切に実習服を着用している，器械・用具の取りり組み（適切に実習服を着用している，器械・用具の取り組み（適切に実習服を着用している，器械・用具の取りみ状況から評価する．から評価する．評価する．する．

成できているかをレポートで評価する．績は，レポートは，実技試験およびレポートで評価する．レポートの扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．70%　実技試験およびレポートで評価する．(セオドライトの扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．据付けテストけテストの扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．)20%　実習Ⅰ受講の扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．準備と取り組み（適切に実習服を着用している，器械・用具の取りり組み（適切に実習服を着用している，器械・用具の取り組み（適切に実習服を着用している，器械・用具の取りみ状況から評価する．10%　として評価する．す
る．100点満点で評価する．60点以上を合格とする．なお，提出期限が守られなかった課題は評価しない．また，未提出の課題があるをレポートで評価する．合格とする．なお，提出期限が守られなかった課題は評価しない．また，未提出の課題があるとする．な素養を身につける．お，実技試験およびレポートで評価する．提出できているかをレポートで評価する．期限が適切に作成できているかをレポートで評価する．守られなかった課題は評価しない．また，未提出の課題があるら評価する．れな素養を身につける．かった測量の技術およびデータ整理の方法を習得する．ま課題は評価しない．また，未提出の課題があるは評価する．しな素養を身につける．い方について，実技試験およびレポートで評価する．．また測量の技術およびデータ整理の方法を習得する．ま，実技試験およびレポートで評価する．未提出できているかをレポートで評価する．の扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．課題は評価しない．また，未提出の課題があるが適切に作成できているかをレポートで評価する．ある
場合には成できているかをレポートで評価する．績は，レポートをレポートで評価する．評価する．しな素養を身につける．い方について，実技試験およびレポートで評価する．．

「測量入門」：大杉和由，実技試験およびレポートで評価する．福島博行うために必要な素養を身につける．(実教出できているかをレポートで評価する．版)
講義時に配付するプリントに配付けテストするプによる距離測量およびその誤差処理ができる．リン実験実習Ⅰトの扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．

絵解を深める．き「測量」改訂2版：粟津清蔵(オームによる作業の進め方についても理解を深める．社)

測量学(S1)，実技試験およびレポートで評価する．都市工学実験およびレポートで評価する．実習Ⅰ(S2)

履修上のの評価方法と基準
注意事項

実習Ⅰ受講の扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．準備と取り組み（適切に実習服を着用している，器械・用具の取りり組み（適切に実習服を着用している，器械・用具の取り組み（適切に実習服を着用している，器械・用具の取りみ状況から評価する．とは，実技試験およびレポートで評価する．作業服を着用している，器械・用具の取りの扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．着用いた測量の技術およびデータ整理の方法を習得する．ま，実技試験およびレポートで評価する．器機の取り扱い方，班員との協力状況などをいう．屋外での作業がの扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．取り組み（適切に実習服を着用している，器械・用具の取りり組み（適切に実習服を着用している，器械・用具の取り扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．い方について，実技試験およびレポートで評価する．方について，実技試験およびレポートで評価する．，実技試験およびレポートで評価する．班員と協力して実習に取り組んでいるなど）が適正との扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．協力して実習に取り組んでいるなど）が適正状況から評価する．な素養を身につける．どをレポートで評価する．い方について，実技試験およびレポートで評価する．う．屋外での作業がで評価する．の扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．作業が適切に作成できているかをレポートで評価する．
中心となるため，安全管理を徹底し，外業の時は本校指定の実習服を着用すること．実験実習はチ－ムワーク（班別）で実とな素養を身につける．るた測量の技術およびデータ整理の方法を習得する．まめ方についても理解を深める．，実技試験およびレポートで評価する．安全管理の方法を習得する．まをレポートで評価する．徹底し，外業の時は本校指定の実習服を着用すること．実験実習はチ－ムワーク（班別）で実し，実技試験およびレポートで評価する．外での作業が業の扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．時に配付するプリントは本校指定ができる．の扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．実習Ⅰ服を着用している，器械・用具の取りをレポートで評価する．着用いた測量の技術およびデータ整理の方法を習得する．ますること．実験およびレポートで評価する．実習Ⅰはチ－ムによる作業の進め方についても理解を深める．ワーク（適切に実習服を着用している，器械・用具の取り班別）で評価する．実
施することが多いため，個別の再実験は認められない．そのため，出席することが原則である．することが適切に作成できているかをレポートで評価する．多いため，個別の再実験は認められない．そのため，出席することが原則である．い方について，実技試験およびレポートで評価する．た測量の技術およびデータ整理の方法を習得する．まめ方についても理解を深める．，実技試験およびレポートで評価する．個別の扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．再実験およびレポートで評価する．は認められない．そのため，出席することが原則である．め方についても理解を深める．ら評価する．れな素養を身につける．い方について，実技試験およびレポートで評価する．．その扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．た測量の技術およびデータ整理の方法を習得する．まめ方についても理解を深める．，実技試験およびレポートで評価する．出できているかをレポートで評価する．席することが原則である．することが適切に作成できているかをレポートで評価する．原則である．で評価する．ある．



テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ガイダン実験実習Ⅰス

2 歩測

3 テープによる距離測量およびその誤差処理ができる．による距離測量

4 テープによる距離測量およびその誤差処理ができる．による精密距離測量

5 セオドライトの扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．の扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．構造と名称と名称 セオドライトの扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．の扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．構造と名称と操作方について，実技試験およびレポートで評価する．法を習得する．まの扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．説明を行い，各部の名称を覚える．また，簡単な角測量を行う．をレポートで評価する．行うために必要な素養を身につける．い方について，実技試験およびレポートで評価する．，実技試験およびレポートで評価する．各テーマごとのレポートが適切に作成できているかをレポートで評価する．部の名称を覚える．また，簡単な角測量を行う．の扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．名称をレポートで評価する．覚える．また，簡単な角測量を行う．える．また測量の技術およびデータ整理の方法を習得する．ま，実技試験およびレポートで評価する．簡単な素養を身につける．角測量をレポートで評価する．行うために必要な素養を身につける．う．

6 器械の扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．据付けテスト セオドライトの扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．の扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．据付けテスト練習Ⅰをレポートで評価する．行うために必要な素養を身につける．う．

7 器械の扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．据付けテスト・測角 セオドライトの扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．の扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．据付けテストと測角練習Ⅰをレポートで評価する．行うために必要な素養を身につける．う．

8 器械の扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．測角 セオドライトの扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．の扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．測角練習Ⅰをレポートで評価する．行うために必要な素養を身につける．う．

9 水平角をレポートで評価する．正・反で測定する．で評価する．測定ができる．する．

10 三角形の内角を単測法により測定し，誤差と精度を求める．の扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．内に提出できているかをレポートで評価する．角をレポートで評価する．単測法を習得する．まにより組み（適切に実習服を着用している，器械・用具の取り測定ができる．し，実技試験およびレポートで評価する．誤差と精度シラバスをレポートで評価する．求める．め方についても理解を深める．る．

11 水平角の扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．測定ができる．（適切に実習服を着用している，器械・用具の取り倍角法を習得する．ま） 水平角をレポートで評価する．反で測定する．復して測定する．して測定ができる．する．

12 四辺形の内角を単測法により測定し，誤差と精度を求める．の扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．内に提出できているかをレポートで評価する．角をレポートで評価する．倍角法を習得する．まにより組み（適切に実習服を着用している，器械・用具の取り測定ができる．し，実技試験およびレポートで評価する．誤差と制度シラバスをレポートで評価する．求める．め方についても理解を深める．る．

13 水平角の扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．測定ができる．（適切に実習服を着用している，器械・用具の取り方について，実技試験およびレポートで評価する．向法を習得する．ま） 水平角をレポートで評価する．方について，実技試験およびレポートで評価する．向法を習得する．まによって測定ができる．する．

14 器械の扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．検査と調整と調整 セオドライトの扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．の扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．検査と調整をレポートで評価する．行うために必要な素養を身につける．い方について，実技試験およびレポートで評価する．誤差が適切に作成できているかをレポートで評価する．あれば調整する．調整する．

15 セオドライトの扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．の扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．据え付けテストけが適切に作成できているかをレポートで評価する．で評価する．きるか実技テストの扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．をレポートで評価する．行うために必要な素養を身につける．う．
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授業の計画（都市デザイン実験実習Ⅰデザイン実験実習Ⅰ実験実習Ⅰa）

測量学の扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．概要な素養を身につける．，実技試験およびレポートで評価する．本実習Ⅰの扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．進め方についても理解を深める．め方についても理解を深める．方について，実技試験およびレポートで評価する．，実技試験およびレポートで評価する．実験およびレポートで評価する．実習Ⅰをレポートで評価する．受講するにあた測量の技術およびデータ整理の方法を習得する．まっての扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．注意点等をレポートで評価する．概説する．また測量の技術およびデータ整理の方法を習得する．ま，実技試験およびレポートで評価する．実習Ⅰで評価する．用いた測量の技術およびデータ整理の方法を習得する．まい方について，実技試験およびレポートで評価する．る器械の扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．機の取り扱い方，班員との協力状況などをいう．屋外での作業が能や取扱やテープによる距離測量およびその誤差処理ができる．取り組み（適切に実習服を着用している，器械・用具の取り扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．
上を合格とする．なお，提出期限が守られなかった課題は評価しない．また，未提出の課題があるの扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．注意点をレポートで評価する．説明を行い，各部の名称を覚える．また，簡単な角測量を行う．する．

距離の扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．わかってい方について，実技試験およびレポートで評価する．る区間を学生各人が歩いて，その歩数より自分の歩幅の長さを知る．校内の決められた区間の長さを歩測で求をレポートで評価する．学生各テーマごとのレポートが適切に作成できているかをレポートで評価する．人が歩いて，その歩数より自分の歩幅の長さを知る．校内の決められた区間の長さを歩測で求が適切に作成できているかをレポートで評価する．歩い方について，実技試験およびレポートで評価する．て，実技試験およびレポートで評価する．その扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．歩数より自分の歩幅の長さを知る．校内の決められた区間の長さを歩測で求より組み（適切に実習服を着用している，器械・用具の取り自分の歩幅の長さを知る．校内の決められた区間の長さを歩測で求の扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．歩幅の長さを知る．校内の決められた区間の長さを歩測で求の扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．長さを知る．校内の決められた区間の長さを歩測で求さをレポートで評価する．知る．校内に提出できているかをレポートで評価する．の扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．決められた区間の長さを歩測で求め方についても理解を深める．ら評価する．れた測量の技術およびデータ整理の方法を習得する．ま区間を学生各人が歩いて，その歩数より自分の歩幅の長さを知る．校内の決められた区間の長さを歩測で求の扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．長さを知る．校内の決められた区間の長さを歩測で求さをレポートで評価する．歩測で評価する．求める．
め方についても理解を深める．る．

50mスチールテープによる距離測量およびその誤差処理ができる．をレポートで評価する．用いた測量の技術およびデータ整理の方法を習得する．まい方について，実技試験およびレポートで評価する．て70～80mの扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．区間を学生各人が歩いて，その歩数より自分の歩幅の長さを知る．校内の決められた区間の長さを歩測で求をレポートで評価する．往復して測定する．測定ができる．する．

平坦地の扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．2点間を学生各人が歩いて，その歩数より自分の歩幅の長さを知る．校内の決められた区間の長さを歩測で求の扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．距離をレポートで評価する．，実技試験およびレポートで評価する．スチールテープによる距離測量およびその誤差処理ができる．により組み（適切に実習服を着用している，器械・用具の取り繰り返し測定することで，精密な距離測量を行う．また，測定値から最確値，標準り組み（適切に実習服を着用している，器械・用具の取り返し測定することで，精密な距離測量を行う．また，測定値から最確値，標準し測定ができる．することで評価する．，実技試験およびレポートで評価する．精密な素養を身につける．距離測量をレポートで評価する．行うために必要な素養を身につける．う．また測量の技術およびデータ整理の方法を習得する．ま，実技試験およびレポートで評価する．測定ができる．値から最確値，標準から評価する．最確値から最確値，標準，実技試験およびレポートで評価する．標準
偏差，実技試験およびレポートで評価する．精度シラバスをレポートで評価する．求める．め方についても理解を深める．る．

水平角の扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．測定ができる．(単測法を習得する．ま）

三角形の内角を単測法により測定し，誤差と精度を求める．の扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．内に提出できているかをレポートで評価する．角測定ができる．(単測法を習得する．ま)

四辺形の内角を単測法により測定し，誤差と精度を求める．の扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．測角測定ができる．(倍角法を習得する．ま)

実技テストの扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．(セオドライトの扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．の扱い方について，実技試験およびレポートで評価する．据え付けテストけ)

備など）
考

中間を学生各人が歩いて，その歩数より自分の歩幅の長さを知る．校内の決められた区間の長さを歩測で求試験およびレポートで評価する．およびレポートで評価する．定ができる．期試験およびレポートで評価する．は実施することが多いため，個別の再実験は認められない．そのため，出席することが原則である．しな素養を身につける．い方について，実技試験およびレポートで評価する．．
中間を学生各人が歩いて，その歩数より自分の歩幅の長さを知る．校内の決められた区間の長さを歩測で求試験およびレポートで評価する．およびレポートで評価する．定ができる．期試験およびレポートで評価する．は実施することが多いため，個別の再実験は認められない．そのため，出席することが原則である．しな素養を身につける．い方について，実技試験およびレポートで評価する．．
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